
第七＋五春　昂二號

財政と債値問題…・…………………・………大　州　文　，L：（1）

2つの彊制問の貿易關係について…………森　111オi司　川　（19）

寄生地主制の形成過程………………………内　藤　正　中　（39）

ヴェ・イ・レビェヂェフ「17－18世紀の

ロシアにおける農民諸運動の性格に關

する問題によせて」…………・・一・・……頑　冨　］［1實　（61）

〔昭和三十年二月〕



一

　
動
向
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
脇
田

阿
波
藩
に

お
け
る
葉
藍
専
士
買
制
度

　
の

成
立
過
程
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
大
槻

マ

ル
ク

ス

の

「
経
濟
學
批
判
禮
系
」

　

と
レ
ー
ニ
ン
の
「
帝
國
主
義
論
」
…
吉
信

第
七
＋
四

藁
五
號
　
＋
㌫
三
躍
晰

レ

ー
ニ
ン
の
市
場
…
理
訟
㎜
に
つ
い
て
：
・
：
・
m
口
中
］
県
庶
消

封

建
地
代

と
ブ
ル
ジ
・
ア
的
襲
展
…
…
山
田
浩
之

掃
河
棉
作
地
帯
に

お

け
る
農
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修弘粛

　
　
　

最
高
入
先

出
法
の
批
判
的
考
察
…
…
…
高
寺
貞
男

次
・目り干

既
…

第

‡
四
巻
第
六
號
　
已
肝
㌔
露

塔
使
協
議

制
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
田
杉
　
競

明

治
初
ふ
期
…
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
・
：
・
：
置
ハ
藤
素
一

死
亡
率
に

つ

い
て

：
…
：
…
…
…
・
：
・
・
…
谷
山
新
良

第
七
＋
五
巻

第
一
號
　
戸
旦
蕊
蹄

流

民

考

…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
穂
積
文
雄

蒙
古
民
族
の
計
　
會
経
濟
史
的
一
考
察
…
伊
藤
幸
一

陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

　

（
瀬
戸
と
名
古
屋
）
…
：
…
…
…
…
∴
一
一
島
康
雄

ク

チ

ン

ス

キ

ー
「
一
八
〇
〇
年

　
か

ら
一
九
四
九
年
に
至
る
ド
イ
ツ
経

　

濟
の
動
き
」
　
　
　
　
　
　
　
大
藪
輝
雄

卒
業
生
名

簿
に

つ
い

て

　
京
都
大
毘
経
濟
畢
部
は
創
立
以
來
三
十
有
五
年
の
歴
史
を
有
し
、
八

千
五
百
鹸
名
の
卒
業
生
各
位
が
實
業
界
、
官
界
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
面

に

お

い

て
、
御
活
躍
し
て
居
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
御
同
慶
に
堪
え

な
い
吹
第
で
御
座
い
ま
す
。

　
卒
業
生
各
位
の
御
動
静
を
お
互
に
知
り
合
う
こ
と
は
、
何
か
に
つ
け

て

便
利
で
あ
り
、
恩
部
將
來
の
襲
展
の
た
め
に
も
、
寄
與
す
る
こ
と
で

あ
る
と
存
じ
ま
し
て
、
卒
業
生
名
簿
を
昭
和
二
十
七
年
初
め
て
護
行
致

し
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
最
初
の
こ
と
で
も
あ
り
、
不
備
の
鮎
も
多
々

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
訂
正
し
そ
の
後
の
卒
業
生
を
増
補
し
て
今

般
昭
和
三
十
年
版
を
襲
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
何
卒
御
購
入

下
さ
る
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

概
要
は
左
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

一

騰
　
　
裁
　
B
5
到
縦
組
　
一
二
〇
除
頁

一　

内
　
　
　
容
　
　
卒
業
年
亥
別
五
十
吾
順
に
氏
名
、
出
身
校
、
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

所
、
勤
務
先
、
電
話
番
號
を
掲
げ
、
別
に
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　

音
順
の
総
索
引
、
在
毘
生
名
簿
を
附
す

一

護

行

昭
和
二
十
九
年
十
二
月

一　

頒
　
　
　
償
　
　
三
百
圓
（
蓬
料
を
含
む
）

　
名
簿
代
金
の
取
扱
に
つ
い
て
は
第
一
銀
行
百
萬
遍
支
店
に
便
宜
代
行

致
さ
せ
ま
す
か
ら
御
蓬
金
は
同
支
店
宛
と
し
振
替
口
座
（
京
都
二
一
七

〇
〇
番
）
へ
御
佛
込
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
通
信
欄
に
は
、
氏
名
、
卒
業
年
弐
、
現
住
所
及
勤
務
先
等
を
御

明
記
下
さ
い
。

　
　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
　
　
日

京

都
大

學

経

濟

學

會



　
　

｛奇
生
地
主
制
の

形
成
過
程

藩
纏
制

を
忌
避
さ
せ
る
よ
う
し
む
け
た
の
で
あ
つ
た
。

第

七
十
五
巷

　
　
一
二
六
　
　
第
二
號
　
　
六
〇

　
徳
川

幕
府
に

か
わ

る
天
皇
制
政
府
の
成
立
、
絶
封
主
義
確
立
の
過
程
は
、
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有
の
國
家
的
封
建
的
土
地
所
有
へ
の

統
一
で
あ
り
、
明
治
五
年
田
畑
永
代
費
買
解
禁
、
六
年
租
地
改
正
に
い
た
る
足
ど
り
は
、
農
民
的
商
晶
経
濟
と
農
民
的
土
地
所
有
1
1
寄

生
地
、
王
的
土
地
所
有
の
前
進
で
あ
つ
た
。
商
人
地
主
登
展
の
維
新
褒
革
過
程
に
お
い
て
、
寄
生
地
主
梶
谷
伊
卒
家
の
小
作
地
が
、
六
年
ー

一
七
年
二
倍
、
二
十
三
年
四
倍
近
く
檜
大
す
る
の
も
當
然
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
明
治
以
降
の
寄
生
地
主
制
確
立
期
の
諸
問
題
は
、
ま
た
稿
を
あ
ら
た
め
て
あ
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
附

記
、
本
稿
は
昭
和
二
十
九
年
度
文
部
省
科
學
研
究
助
成
補
助
金
に
よ
る
研
究
報
告
で
あ
る
。

執

筆

者

紹

介

大
　
　
畑
　
　
文
　
　
七

森
　
　
田
　
　
桐
　
　
郎

内

　
藤
　
　
正
　
　
中

福

　
　
富
　
　
正
　
蜜

滋
賀
大
學
長
爺
教
授

京
郡
大
學
大
學
院

研
究
科
學
生

京
郡
大
學
大
學
院

研
究
奨
學
生

京
都
大

學
大
學
院

學
生



小
島
昌
太
郎

経
濟
學
初
程
榔
麗
㍍
噸

τ
　
　
　
与
↑
コ
　
　
　
奔
　
一
　
　
＾
＾
〉

づ
　
　
ト
　
イ
ト
　
　
ニ

財

政

貨
幣
論
集
恒
堅
≡
広
唖

松

好

貞
夫

輔新

田
の
研
究
融
艇
に
語
頗

見

玉

洋

一

蔚熊
野
三
山
経
濟
史
題
飾
畑
孤
㎝
願

吉

岡
金
市

日
本
農
業
の
近
代
化
惣
僧
珊
＝
…
広
願

森

喜
兵
衛

近
世
奥
初

農
業
経
瞥
組
織
論
敵
ぽ
捌
五
肱
願

幅

武

直
・
塚
木
哲
人

日
本
農
民
の
肺
會
的
性
格
齢
這
。
。
頗

林

　
惑
　
海

中
支
江
南
農
村
硅
會
制
度
研
究
殻
堅
碗
に
順

小

松

堅

太
郎

蔽

會
愛
動
論
齢
雲
㎝
甑

日
本
人
文
科
恩
愈

祀

會
的
緊
張
の
研
究
凱
顧
狂
焔
仁
願

都呆閣斐有京束

會
員
・
§
藷
肩
和
二
＋
差
七
月
以
饗
4
口

　
久
¶
柿
‥
へ
　
゜
　
行
致
し
て
お
り
ま
す
が
・
こ
の
機
曾
に
禽
費
を

御
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
．
、

　
一
、
曾
費
納
入
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

京
都
市
左
京
匝
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
経
濟
學
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
京

都
大
墨
経
濟
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
會
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
（
前
納
）

　
一
、
會
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　

年
吹
、
就
職
先
を
毘
會
ま
で
御
通
知
下
さ
い
，

　
一
、
會
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
申
込
下
さ
い
。

賢

所

藝本馨

行

所

　京
　都
京市

都左

店紅示瞳嬬

　　　昭昭
　　　和和

　　　十十
　　　年年
印　鼓編＿＿

刷行集月月
所　人乗＿三
　京　　十
　響　日日
中：E簾畿印

聾治行刷
印篇

定
便

六
〇

圓



璽¢i頚モー限on釦

（THE　ECONOMIC　REVIEW）

Vo1．75，　No．2 1・1eb．，1955

Proble皿s　of　Pub1｛c　Fillance　and　Vt⊥hle…………．81〃z乃シλど0加万（1）

On　the　Trade　Rehtlo鵬betweell

　Two　Systems…・…・・……………・…・・………………・苗”〃∂鋤グ〃ζx（19）

On　the　］Process　of　］Forlnatioll　of　Pしtr：tsitic

　Lしtnd－Lord　Systeln　in　J；し1）：tn・・・・・・…　……　…’・・・・・・・・…　5ン’∠〃π 庇どプ∂　（39）

V．1．Levedev；The　Charac亡er　of

　Sociしtl　Movementsく）f　Pαし；Lmts　i】1

　Rllss瓶from　17th　to　18th　Century－・・……∬ZのαwZ　1アz4刀〃o〃zど（61）

　　　　　　　　　　　　Published

　　　　　　　　　　　　　　　by

KYOTO　DAIGAKU　KEIZAIGAKU・KAI
　（KYoTo　UNIvERslTY　EcoNoMlc　SoclETY）


	text_0001
	text_0002
	text_0003
	text_0004
	text_0005

